
優秀賞 むつみ家ももの木保育園

■建設地:長野市篠ノ井杵淵字大門東1306,1307,1308番地
■構造規模:木造2階建て、延べ291.91㎡
■竣工年月:令和1年10月

■施工

　長野市郊外に立地する地域型小規模保育園である。近くの
大規模商業施設などで働く若いママ（あるいはパパ）たちが通
勤途中であわただしく幼い子どもを預けていく毎朝の風景。
そうした気忙しい状況に対する効率的な動線処理や初めて体
験する集団生活空間に考慮し、安心安全で遊べる空中ひだま
りテラスを上階に設けた。
　県産材を多用した木造建築で、これから人生を歩み始める
子どもたちの柔らかな感受性や記憶に働きかけるように、木
材の「見える化＆さわれる化」を意識し、燃え代部材を使用し、
木肌表面積を大きくしてテクスチャーを活かしたインテリア
とした。外観はコンパクトなデザインとして、周辺の家並みに
つながることを考えた。

■設計

む
つ
み
家
も
も
の
き
保
育
園

　

こ
の
施
設
は
住
宅
地
に
計
画
さ
れ
た
０
〜
２

歳
の
小
さ
な
子
供
た
ち
を
預
か
る
小
規
模
な
保

育
園
で
す
。
外
観
は
周
辺
の
街
並
み
に
合
う
よ

う
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
や
素
材
を
抑
制
し
た
落
ち

着
い
た
デ
ザ
イ
ン
で
ま
と
め
ら
れ
て
好
感
が
持

て
ま
す
。

　

平
面
計
画
に
お
い
て
２
階
の
テ
ラ
ス
が
安
全

な
子
供
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て
機
能
し
、
内
部

空
間
は
県
産
材
の
木
材
を
使
い
準
耐
火
建
築
物

を
満
た
す
た
め
『
燃
え
代
設
計
』
を
行
っ
て
、

子
供
た
ち
が
木
肌
に
実
際
に
触
れ
る
こ
と
で
ぬ

く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
よ
く
計
画
さ
れ

た
作
品
で
す
。

S
TA
R
R
Y
 R
esidence S

uite

　

長
野
県
を
代
表
す
る
ス
キ
ー
場
の
一
つ
、
白

馬
八
方
尾
根
ス
キ
ー
場
の
国
際
ゲ
レ
ン
デ
に
佇

む
長
期
滞
在
に
も
対
応
で
き
る
様
構
成
さ
れ
た

建
物
で
す
。

　

傾
斜
地
な
ら
で
は
の
敷
地
形
状
を
利
用
し

た
、
ゲ
レ
ン
デ
レ
ベ
ル
か
ら
の
ス
キ
ー
I
N
・

ス
キ
ー
O
U
T
を
可
能
と
す
る
各
層
の
配
置

計
画
及
び
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
へ
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
屋
根
へ
の
ヒ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
、

豪
雪
地
な
ら
で
は
の
自
然
環
境
へ
の
対
応
も
丁

寧
に
考
慮
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
常
生
活
を
離

れ
、
長
期
滞
在
し
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
建
物

に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

若
葉
保
育
園
・
秋
葉
保
育
園

　

夜
間
の
保
育
園
と
通
常
の
保
育
園
の
二
つ
の

園
を
、
一
つ
の
建
物
と
し
て
構
成
し
、
保
育
時

間
の
違
い
を
利
用
し
て
、
共
用
ス
ペ
ー
ス
を
有

効
的
に
使
用
し
、
変
形
敷
地
に
合
わ
せ
た
プ
ラ

ン
は
、
コ
ス
ト
的
に
も
優
れ
て
い
る
。
一
つ
の

大
屋
根
で
纏
め
た
外
観
は
、
園
庭
の
桜
の
樹
と

共
に
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
建
物
で
す
。

　令和3年度（2021年度）建築作品賞は今年1月から 3月まで募集を行い、5点の応募があった。4月
9日に開催した選考委員会（委員長 =土本俊和信州大学工学部教授）での審査の結果、最優秀賞には一般
建築部門（延床面積1000㎡超 1万㎡以下）で「池田町交流センターかえで」（設計=アーキディアック）、
小規模建築部門（延床面積1000㎡未満、戸建住宅を含む）で「小林古径記念美術館」（設計=宮本忠長建
築設計事務所）が選ばれた（4面に掲載）。最優秀賞に選ばれた2点は、日事連建築賞に出展される。
　同賞は毎年、すぐれた建築作品を設計した建築士事務所を表彰することで建築士事務所の資質向上に資
することを目的として開催するもので、今回で23回目となる。
　今回、最優秀賞に選ばれた2点のほか「むつみ家もものき保育園」（設計=関建築とまち研究室）、「STARRY 
Residence　Suite」（設計 =横内建築設計事務所）、「若葉保育園・秋葉保育園」（設計=エーシーエ設計）
の3点も選考委員会で高い評価がなされ、優秀賞に選ばれている。

㈲関建築とまち研究室
代表取締役　関   邦 則 

長野市西長野2-4　TEL 026-233-5566　FAX 026-233-5567

代表取締役　新 井 精 一
長野市篠ノ井布施高田370-1　TEL.026-292-1354

優秀賞 STARRY Residence Suite

■ 建設地：北安曇郡白馬村大字北城字谷地原4269-1、4270-1、4270-2、4271-1、4274-1
■構造規模：鉄骨造3階建て、延べ594.75㎡
■竣工年月：2018年12月

■施工

　国内外から人気のある、白馬八方尾根スキー場の国際ゲレ
ンデサイドに佇む「STARRY Residence Suite」は、ゲレンデ
から直接スキー IN、スキーOUTが可能な宿泊施設になってい
ます。ゲレンデの一部であった建設地の造成範囲を最小限に
抑えることで、白馬村の雄大な景観を損ねることなく、春夏秋
冬どの季節にも溶け込むような建物に仕上げ、長期滞在がで
きるようなつくりとしました。
　１階は照明と色彩を部屋ごとに変えて個性を演出しまし
た。全体的にスタイリッシュに仕上げた２階は、ゲレンデレベ
ルからのスキー IN、スキーOUTが可能となっています。奥行
きのあるプライベートバルコニーを設けた３階は、優雅な時
間、開放的な空間を演出しました。
　「STARRY Residence Suite」が、スキーリゾート文化にお
ける新しいホテル
の利用形態として
の起爆剤となり、グ
ローバルで万人に
愛されるような宿
泊施設であってほ
しいと思います。

■設計

代表取締役社長　吉澤 浩一郎
長野市南千歳町878　TEL.026-226-0111

代表取締役 太 田 匡 樹
松本市島立1814　TEL.0263-47-5662

有限会社  横内建築設計事務所
■施工■設計

優秀賞 若葉保育園・秋葉保育園

■建設地：長野市大字鶴賀緑町1594
■構造規模：鉄骨造2階建て、延べ1328.76㎡
■竣工年月：2020年4月

取締役社長　小 林 宣 範
〒381-0012 長野市柳原2360番地4　TEL026-296-8300

代表取締役　野口　行敏
〒394-0029 岡谷市幸町6番6号　TEL.0266-23-5671

　夜間保育を行う若葉保育園と、秋葉保育園の２つの園が共用す
る園舎です。２つの園の異なる保育時間に対応しつつスペースを
有効に活用するため、「大屋根の下の２つの園」をコンセプトに、各
保育園の占用部と両園が自由に使える共用部を明確にゾーニン
グし、１枚の大きな屋根の下で２つの園が寄り添う家庭的な保育
園を目指しました。
　外観は白を基調としてシンプルなものとすることで、軒天の木
材や両園をイメージした「若葉色」「秋葉色」のアクセントカラー、
そして両園の活動が街並みに映え、生き生きとした表情を生むデ
ザインとしました。
　また、夜間保育を行う保育園として防犯性や照明計画にも配慮
し、行灯のような明かりが優しい雰囲気をつくり、園を利用する
親子だけでなく地域にも安心感を与える園舎を目指しました。

講  評

Architectural work Award Winning Works 令和３年度（2021年）  建築作品賞

最優秀賞 池田町交流センター かえで

■設計

■施工

■建設地：北安曇郡池田町大字池田3336-1 外
■構造規模：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造2階建て、延べ2,264.11㎡
■竣工年月：2019年7月

　池田町交流センター『かえで』は、「町民それぞれが気軽に集い楽しみ
くつろぐ　居場所」として、目的がなくても気軽に訪れくつろぎ、人びと
がふれ合える居場所として計画しました。また、町民の文化・芸術活動等、
目的を持った活動一つ一つに対しても、充分な機能を果たすことを期待
され、公民館ホール、子供閲覧室を持つ図書館、それに続く子供とゆっく
り過ごせる親子交流室など多様な活動を受け入れ、ホール周囲のフリー
スペースには気軽な活動が可能な居場所を点在させました。フリース
ペースは、人と人をつなぎ、魅力ある近隣の地域資源である路地につなが
り、回遊性のある路地空間として、あるいは芸術文化祭の展示ギャラリー
として『かえで』における諸活動に重要な役割を果たし、街の居場所とし
てネットワークを形成しています。
　連続して道路に面し街に開いたガラス面は、交流センターの内部と外
部の街をつなぎ、ホールの山形の外壁面は切り立つ北アルプスの山肌に
連なります。私たちは、自然に恵まれた池田町で、これからますます、人・
まち・自然が一体
となって人びとの
心をつなぎそして
心をひらき、お互
いを育て合う池
田町交流センター
『かえで』が大きく
育っていくことを
願っています。

代表　小 林 正 芳
北安曇郡池田町会染4831-1TEL.0261-62-9392

代表取締役　小 山  勉
北安曇郡池田町池田2161　TEL.0261-62-3169

代表取締役　児 野  登
松本市島立1132-25　TEL.0263-47-7766

代表取締役　傳 刀 宗 久
大町市平7840　TEL.0261-22-0312

小林建築設計事務所
KOBAYASHI  ARCHITEECT  DESIGN  OFFICE

ー夢をかたちにー 建築企画　設計　監理

アーキディアックー小林建築設計事務所JV

傳刀組―小山組JV

最優秀賞 小林古径記念美術館

■設計・監理

■電気設備工事

■建築工事

■機械設備工事

■建設地：新潟県上越市本城町
■構造規模：鉄筋コンクリート造、一部 鉄骨造、一部 木造2階建て、延べ809.67㎡
■竣工：2020年

　吉田五十八が設計した日本画家小林古径の住宅を東京都大森か
ら上越市に移築復原したのが約20年前の平成13年。本計画はそ
の復原事業から美術館整備に至るまでの全体が構築されている。
　古径の人間性から感じ取るものは「寡黙さ」である。美術館は
その人柄を表すような多くを語らず控えめで端正な佇まいとし、
その実体が主張しすぎないものとしている。雪国に見られる雁木
を連続し、地域性や公園の場所性を意識した外観としている。作
品鑑賞の場、作品制作の場、日常生活の場という「古径の世界」
を一貫して展示鑑賞できる美術館としての価値を最大限に活かし
た全体構成としている。
　東端の二ノ丸ホールは、「美術館の離れ」「庭園の東屋」のよう
な寄棟の建築とし、四方向への眺望と多様な活用がしやすい空間
としている。

代表取締役　井 上 一 則
新潟県上越市石橋1-7-29　TEL.025-543-4464

代表取締役社長　宮 本 夏 樹
長野市柳原1875番地1　TEL.026-241-5510

代表取締役社長　伴  長 門
新潟県上越市平成町570　TEL.025-524-1418

代表取締役　久保田 二郎
新潟県上越市大字辰尾新田1番地　TEL.025-524-4510

久保田・清水 共同企業体

代表取締役　清 水 恵 一
新潟県上越市稲田3-1-3　TEL.025-523-2491

　

令
和
３
年
４
月
９
日
に
建
築
作
品
選
考
委
員
会

を
長
水
建
設
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ

た
建
築
作
品
は
計
５
点
で
、
一
般
建
築
部
門
（
延

面
積
が
千
平
米
を
超
え
１
万
平
米
を
以
下
の
建
築

物
）
が
２
点
、
小
規
模
建
築
部
門
（
延
面
積
が
千

平
米
以
下
の
建
築
、
戸
建
住
宅
を
含
む
）
が
３
点

で
し
た
。
ま
た
、
長
野
県
内
が
四
点
で
、
長
野
市

が
２
点
、
池
田
町
が
１
点
、
白
馬
村
が
１
点
で
し

た
。
県
外
の
も
の
と
し
て
新
潟
県
上
越
市
が
１
点

で
し
た
。
事
務
所
協
会
の
建
築
活
動
は
全
国
に
及

ん
で
い
る
と
の
理
解
か
ら
、
対
象
地
区
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
都
道
府
県
に
限
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
日
本

国
内
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
地
区
が
全
国
に
及
ん
で
い
る
と
は
い
え
、

寄
せ
ら
れ
た
５
点
は
、
い
ず
れ
も
、
首
都
圏
や
大

都
市
と
は
離
れ
た
地
方
に
た
て
ら
れ
た
も
の
で
、

地
域
性
を
深
く
練
り
込
ん
だ
完
成
度
の
高
い
も
の

で
し
た
。
地
域
性
を
深
く
練
り
込
ん
だ
と
い
う
点

で
注
目
す
べ
き
側
面
は
、
作
品
の
背
後
に
あ
る
山

岳
に
対
す
る
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
こ
の
ス
タ
イ
ル

は
、
建
築
物
が
た
つ
土
地
だ
け
を
考
え
る
と
、
フ

ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
プ
レ
ー
リ
ー
・
ス

タ
イ
ル
（
草
原
様
式
）
と
は
対
照
的
で
す
。
し
か

し
、
寄
せ
ら
れ
た
建
築
作
品
は
、
プ
レ
ー
リ
ー
・

ス
タ
イ
ル
の
よ
う
に
高
さ
を
抑
え
、
水
平
方
向
へ

広
が
っ
て
い
く
姿
を
追
求
し
て
お
り
、
ラ
イ
ト
の

ス
タ
イ
ル
に
近
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
も
そ
も
ラ

イ
ト
が
日
本
の
建
築
様
式
か
ら
影
響
を
受
け
て
い

た
点
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、
高
さ
を
抑
え
、
水
平
方

向
へ
広
が
っ
て
い
く
姿
を
追
求
す
る
の
は
、
元
来

は
我
々
日
本
人
の
姿
勢
で
す
。
と
り
わ
け
、
建
築

作
品
の
背
後
に
あ
る
山
岳
を
強
く
意
識
す
る
ス
タ

イ
ル
は
、
信
州
で
活
動
す
る
建
築
士
の
最
も
得
意

と
す
る
も
の
で
す
。

　

建
築
の
用
途
と
し
て
、
美
術
館
が
１
点
、
交
流

セ
ン
タ
ー
が
１
点
、
保
育
園
が
２
点
、
新
し
い
タ

イ
プ
の
宿
泊
施
設
が
１
点
で
し
た
。
全
体
と
し

て
、
公
共
性
の
高
い
作
品
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
他
方
、
利
用
者
に
目
を
向
け
る
と
、
新
し

い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
が
遠
来
の
利
用
者
を
想
定

し
、
交
流
セ
ン
タ
ー
１
点
と
保
育
園
２
点
が
近
隣

の
利
用
者
を
想
定
し
、
美
術
館
１
点
が
近
隣
と
遠

来
の
双
方
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
遠
来
か
ら
利

用
者
を
招
く
場
合
も
、
近
隣
で
の
利
用
者
を
促
す

場
合
も
、
建
築
物
が
た
つ
場
所
が
持
っ
て
い
る
場

所
性
が
地
域
の
中
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
建
築
作
品
の
内
外
に

素
直
に
体
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
場

所
性
と
地
域
性
を
体
現
し
て
い
る
５
作
品
は
、
地

域
の
素
顔
と
な
る
表
情
を
こ
れ
か
ら
人
々
に
見
せ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。　

　

日
事
連
建
築
賞
の
審
査
に
挑
む
最
優
秀
賞
の
２

点
は
、
山
岳
を
背
後
に
持
つ
遠
方
か
ら
見
ら
れ
る

姿
と
と
も
に
、
遠
方
の
山
岳
を
建
築
内
側
か
ら
見

通
す
数
々
の
視
線
が
空
間
の
中
に
よ
く
整
え
ら
れ

て
い
る
の
で
、
中
部
山
岳
地
帯
の
北
部
に
た
つ
新

し
い
建
築
と
し
て
、
評
価
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
建
築
作
品
選
考
委
員
会
委
員
長

土
本
俊
和
（
信
州
大
学
工
学
部
教
授
）

総    

評

選考会の様子

小
林
古
径
記
念
美
術
館

　
高
田
ゆ
か
り
の
画
家
・
小
林
古
径
が
東
京
都
大
森
に
遺

し
た
自
宅
と
画
室
は
吉
田
五
十
八
が
設
計
し
た
も
の
で
し

た
。
20
年
前
か
ら
周
到
な
移
築
復
元
に
よ
り
、
五
十
八
が

探
究
し
た
現
代
数
奇
屋
と
古
径
が
求
め
た
寡
黙
を
是
と
す

る
空
間
が
高
田
に
再
現
さ
れ
、
家
々
と
庭
と
の
関
係
も
再

現
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
付
加
さ
れ
た
美
術
館
は
、
高
田
城
址
公
園
と
い
う

立
地
を
意
識
し
て
公
園
全
体
の
連
続
性
を
重
視
し
、
連
続

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
雁
木
が
受
け
止
め
る
構
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。
高
田
城
下
町
は
、
西
か
ら
南
に
か
け
て
峰
々
が

連
な
っ
て
お
り
、
遠
方
に
頂
が
見
え
ま
す
。
平
坦
な
城
址

公
園
に
た
つ
小
林
古
径
記
念
美
術
館
で
は
、
北
信
の
山
々

の
頂
ま
で
の
遠
景
を
背
景
と
し
て
視
線
が
通
り
抜
け
て
い

く
と
も
に
、
人
々
が
気
軽
に
通
り
抜
け
て
い
き
ま
す
。

　
小
林
古
径
の
生
ま
れ
た
上
越
市
高
田
に
移
築
復
元
さ
れ

た
家
と
画
室
と
新
た
に
対
し
て
、
新
た
に
付
加
さ
れ
た
美

術
館
は
、
小
林
古
径
の
魂
の
新
た
な
里
帰
り
と
も
い
え
、

他
方
で
、
現
代
数
奇
屋
を
探
求
し
た
吉
田
五
十
八
の
ス
タ

イ
ル
は
城
下
町
の
中
で
期
せ
ず
し
て
山
岳
稜
線
と
い
う
借

景
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
え
ま
す
。

池
田
町
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

　
南
流
す
る
高
瀬
川
の
左
岸
に
位
置
す
る
池
田
町
は
山
々

に
東
と
西
が
挟
ま
れ
、
と
り
わ
け
北
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
が

見
事
で
す
。
こ
こ
で
は
、
水
の
流
れ
が
清
く
早
く
、
山
岳

稜
線
が
荘
厳
で
、
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
持
続
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
人
々
の
交
流
の
場
と

し
て
「
か
え
で
」
が
模
索
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
由
に
活
用
で
き
る
「
か
え
で
」
は
、
世
代
間
の
交
流

を
促
す
も
の
で
、
特
に
未
来
を
担
う
子
ど
も
や
若
者
を
育

む
場
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。
完
成
に
至
る
ま
で
、
設
計

の
詳
細
に
至
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
た
び
重
ね
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
複
合
的
な
施
設
が
担
う
べ
き
空

間
と
機
能
が
緻
密
に
統
合
さ
れ
て
い
く
と
と
も
に
、
様
々

な
居
場
所
が
建
築
の
内
外
に
点
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
北

ア
ル
プ
ス
の
山
々
と
呼
応
す
る
外
観
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
、
不
特
定
多
数
が
利
用
す
る

公
民
館
や
図
書
館
と
い
う
機
能
が
練
り
込
ま
れ
た
と
い
う

以
上
に
、
地
域
の
人
々
が
利
用
す
る
建
築
物
が
個
々
人
の

尊
厳
に
呼
応
す
る
も
の
と
し
て
形
成
さ
れ
る
に
至
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ル
の
外
壁
が
切
り
立
つ
山
肌
と
呼
応
し
、
白
壁

が
残
雪
へ
と
人
々
の
イ
メ
ー
ジ
を
誘
い
ま
す
。
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